
下関市立歴史博物館
Sh im o n o s e k i  C i t y  M u s e u m  o f  H i s t o r y

〒752-0979 山口県下関市長府川端二丁目2番27号
Tel.083-241-1080 https://www.shimohaku.jp

■開館時間：9時30分～17時（入館は16時30分まで）
■休 館 日：毎週月曜日
　　　　　 年末年始（12月28日～1月4日）
　　　　　 ※1月13日は開館し、翌14日休館
■駐 車 場：一般26台（有料） 身障者用2台（無料）
■観 覧 料：一般210円（160円） 大学生等100円（80円）
※（ ）内は20名以上の団体料金
※下関市内に居住する65歳以上の方は観覧料100円（要公的証明書）
※18歳以下の方、障害者手帳をお持ちの方は観覧料無料（要公的証明書）

12.6■  2.9■金 日

令和6年　　　　令和7年

WEATHER CHARTS AND STORMWARNINGS・部分（当館蔵）　毛利元敏写真・部分（当館蔵）
長府毛利邸図面・部分（当館蔵）　毛利元敏自画賛 春草図・部分(当館蔵)
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企画展関連講座 最後の長府藩主毛利元敏
　　　　　　　　　　―その素顔と郷土への想い―
日　時：令和7年1月15日（水）・1月19日（日）　各日10時30分～11時30分
　　　 ※内容はいずれも同じ　※各回定員35名
講　師：下関市立歴史博物館 学芸員 松田和也
資料代：300円
場　所：下関市立歴史博物館　ガイダンス交流室
予　約：令和6年12月6日（金）9時30分から博物館受付、または電話にて受付開始

イベント情報

豊浦小学校6年2組とのコラボ企画実施！



M O R I  M O T O T O S H I

毛利元敏は、現在の下関市域の大部分を治めた長府藩の14代藩主
です。最後の長府藩主となった元敏は、豊浦藩知事を経て、明治4年
（1871）の廃藩置県によって東京へ移住。移住後は、イギリス留学を
経験し、農場を経営するなど、華族として新たな人生を歩みました。
しかし、郷土への想いは絶ち難く、明治24年（1891）に東京から長府
へ帰住しました。長府では、自らの居宅として長府毛利邸を建設。
長府毛利邸は、現在下関市の観光地の1つとして知られます。また、
近隣の学校に寄附をおこなうなど、郷土に様 な々足跡を遺しました。
さらに、元敏は和歌を始めとして気象観測や洋食など多彩な趣味を
嗜み、それらを通じた郷土の人 と々の交流も盛んでした。
本展覧会では、江戸から明治という時代の大きな転換期を生きた元敏
の生涯を辿るとともに、彼の個性や郷土への想いなどを紹介します。

担当学芸員 松田和也

爵位(当館蔵)

毛利元敏自画賛　春草図(当館蔵) 毛利元敏写真(当館蔵) 長府毛利邸写真(当館蔵)

毛利元敏書簡・部分(当館蔵)自製洋食品目(当館蔵)
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―趣味と郷土を愛した最後の殿様―
　　

毛利元敏は、旧長府藩士から
「平民的の殿様」と評されたとい
われます。洒落の利いた書画や、
旧藩士らと交わした書簡などから
は、そんな元敏の素顔が垣間見
えますので、是非ご覧ください。


